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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

 

 

（評価結果の所見） 

 本研究領域は、核とマントルを結合系としてとらえ、その相互作用を明らかにするとともに、それ

らの共進化プロセスの解明を目指し、物性測定・化学分析・物理観測・理論計算の異なる手法の融合

により、統合的な地球深部科学を創成する研究である。これまで推定の域を超えることがなかった地

球内部の高温高圧下の化学組成や物性値を定量的に取得し、議論する手法を開発することにより、核

とマントルの相互作用の解明の糸口をつかんだ点は評価に値する。また、本研究領域において地球科

学と化学系並びに物理系の融合による共同研究の推進により、当初の想定を超えて非常に高いインパ

クト、学術的に価値の高い成果が数多く得られており、特筆に値する。 

 中間評価で指摘のあった事項は適切に対処し、大きく改善が見られた。また、若手育成やSNSを活

用した研究成果の積極的な発信を行うなど、領域運営面においても成功を収めた。 

核とマントルの相互作用については、定量的議論に基づいた堅実な手法により仮説が証明されてい

る一方、時間軸を考慮した核とマントルの共進化の統合的理解については、まだ明確になっていると

は言い難く、今後の展開に期待したい。 

 

 

  


